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ね。ベースにEL&Pのグレッグ・レイク、ドラ

ムにジェスロタルのバリームーア・バーロウ、

そして僕がギターという編成。とにかく最高

のセッションだった。僕が曲のアウトライン

を書いて、それにマックスがキーボードを加

えていくような感じで作業を進めたんだ。

マックスは『Blow By Blow』風のファンキー

なプレイでぐいぐい引っ張るんだよ。一方、

当時の僕はEL&Pのようなプログレッシヴ的な

展開のプレイで、セッションは炸裂したよ！

Q：当時マックス・ミドルトンから、ジェフ・

ベックに関して面白いエピソードを聞きまし

たか？

MAG：もちろんさ！ 『Blow By Blow』に

関してのエピソードだけど、当時ジェフは、

ジョン・マクラフリンのマハヴィシュヌにやら

れていて、彼の頭の中はいつもマクラフリン

のソロでいっぱいだったんだ。マハヴィシュ

ヌ・オーケストラをもっとロック的に発展さ

せて出来たのが『Blow By Blow』なわけだけ

ど、このアルバムでマックスは曲も書いてい

るし、かなりの部分に貢献しているんだ。

『Blow By Blow』はマックスのプレイに合わ

せてジェフが自由にジャムって出来たアルバ

ムといっても過言ではないよ。マックスはキー

ボード・プレイヤーとしても素晴らしいけど、

ジェフ・ベックに捧げた名曲「ザ・ローナー」

を聴いて分かる通り、最高の作曲者でもある

んだ。コージー・パウエルやゲイリー・ムーア

が「ザ・ローナー」を採り上げたのもそのため

さ。ジェフは実際ローナー（孤高な人）だけ

ど、この言葉は才能のある人のために使われ

る言葉でもあるんだ。

7弦ギターの開発者

Q：あなたは７弦エレクトリック・ギターの

開発者としても知られてますが、ジャズでは

ジョージ・ヴァン・エプスが７弦ギターを'40

年代からプレイしてます。あなたのギターと

どう違うんですか？

MAG：まず誤解のないように伝えると、僕

は７弦エレクトリック・ギターに関して正式

にパテント登録をしている。そこには「７弦

エレクトリック・ギターとその開発者」と記さ

れている。確かにジャズではヴァン・エプス

のようなプレイヤーが早い時期からギターに

７弦を取り入れているけど、正直僕のギター

とはコンセプトが全く異なる。ヴァン・エプ

スのギターは簡単にいえばアコーステック・

ギターにベース音を単純に加えただけのもの。

一方、僕の７弦エレクトリック・ギターは完

璧なロック・ギターとしてデザインされてい

る。例えば24フレット仕様、７弦ハイA設計、

ソリッド・ボディでダブル・カッタウェイ、ト

レモロ構造っていう風にね。ハイAでプレイ

しても弦が切れないようにマシンヘッドに特

殊な工夫がされている。更に１フレットから

24フレットまで一気にプレイ出来るように、

ヘッドストック側のフレット幅を狭く、ボ

ディ側のフレット幅を広く設計しているのが

特徴。今市場に出回っている７弦エレクト

リック・ギターは、僕のアイディアをそのま

ま採用しているだけ。僕は子供の頃からクラ

シックを学んでいて、ヴァイオリンの音色に

親しんでいた。ヴァイオリンのサウンドをエ

レクトリック・ギターで再現したいというテー

マを当時から持っていた。それをギターで再

現したのが僕の７弦ギターというわけ。だか

ら、ジャズでプレイされている７弦ギターと

僕の７弦のギターとは全く関係ないんだ。

Q：『Paganini's Last Stand』はフェンダー

で７弦ギターでレコーディングされたんです

よね？

MAG：そう。だけど実際には、それ以外の

ギターも使っているんだ。僕がギブソンに特

注したピアノ・ギターという８弦エレクトリッ

ク・ギターもプレイしているし、当時デザイ

ンしたばかりのエレクトリック・マンドリン、

通称ヘヴィ・メタル・マンドリンがそうだよ。

僕はこのアルバムでアラン・ホールズワース

とジョン・コルトレーンのソロにインスパイア

されたプレイをしている。よく聴いてもらえ

れば分かるはずだよ。

Q：確かアランからギターのアドヴァイスを

受けたんですよね？

MAG：そう、僕がまだキッズだった頃ね。も

ちろん、アランともよくジャムったよ。だか

ら僕のギター・ソロは確実にアランの影響を

受けている。ジョン・コルトレーンのソロを

聴くように薦めてくれたのも、実はアランな

んだよ。「コルトレーンのソロはギター・ソロ

をプレイする上で凄くヒントになる」とアラ

ンはよく言っていた。なぜアランがそう言っ

たかというと、アランは元々サックス・プレ

イヤーになりたかったからなんだ。

Q：アランとの思い出深いエピソードは？

MAG：'74年の夏のことだけど、アランはソ

フトマシーンでスタジオに入っていたんだ。

そう、『Bundles』のレコーディングさ。僕は

まだスクールに通っていた。夏だったから授

業が早く終わるから、僕はそのままアランの

スタジオに直行したよ。あのレコーディング

の間、僕はアランのスタジオにいたんだ！

アランが使ったギターや機材も全て知ってい

るよ。これを話すとみんなびっくりするはず。

『Bundles』の最初のソロでは、実はES-175N

を使っているんだ。そう、メセニーで有名な

あのギターさ！

Q：最近の活動や、今後の予定などを教えて

ください。

MAG：僕の最新作『Bach On Steroids』は、

アメリカではユニヴァーサル傘下のフォンタ

ナからディストリビュートされている。今は

『Bach On Steroids』と『13 Jokes For Heavy

Metal Mandolin』のアルバムのプロモーション

に力を入れているんだ。あと、『Paganini's

Last Stand』はレーベルがなくなってしまっ

たので現在入手困難だから、なんとか再発売

させるように動いているんだ。
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マエストロ・アレックス・グレゴリー：イ
ギリスのバークシャー州ウィンザー出身。
ミラノ音楽大学でクラッシックを学び、女
王エリザベス２世よりマエストロの称号を
公式に授与されている。'91年リリースの
『Paganini's Last Stand』は７弦エレクト
リック・ギターでレコーディングされ、ネ
オ・クラシカル・ロック・アンセムとして世
界的に名高い「フェアリーテイルズ・ウォン
ト・ダイ」が収録されている。'01年『Anoth-
er Millennium』、'08年に『13 Jokes For
Heavy Metal Mandolin』をリリース。バッ
ハの名曲にチャレンジした最新作『Bach
On Steroids』は、現在インターネットのみ
で配信されている。

『13 Jokes For Heavy
Metal Mandolin』

マエストロ・アレックス・
グレゴリー

BSMF（Steroids!）
BSMF-2132

［Close Up Interview］

7弦エレクトリック・ギターを開発した英国人ギタリスト、
マエストロ・アレックス・グレゴリー。イギリスのジャズ・
ロック・シーンを知り尽くす彼に、セッションでのエピソー
ドやジャズとの関わり、加えて自身が特許を持つという７
弦ギターに関して尋ねてみた。

英国のジャズ・ロック界
とも密接に繋がる
7弦ロック・ギターの巨匠

インタビュー・文：ジェイ・ジェイ宮本
Text by JJ Miyamoto

取材協力：アキ中林

イギリスのジャズ・ロック・シーン

Q：まず、あなたとジャズの関係を教えてく

ださい。

マエストロ・アレックス・グレゴリー（以下

MAG）：僕はジャズからも影響を受けている

んだ。特にトニー・ウィリアムス・ライフ・タ

イムの『Believe It』、ジョン・コルトレーンの

『Giant Steps』、ジェフ・ベックの『Blow By

Blow』、ソフトマシーンの『Bundles』。それ

からアラン・ホールズワース、ジョン・マクラ

フリン、ヤン・アッカーマンもフェイヴァリッ

トさ。僕はネオ・クラシカルと形容されるこ

とが多いけど、実際にはもっとクロスオー

ヴァーなプレイヤーなんだ。

Q：イギリスのジャズ・ロック・シーンについ

てお話し頂けますか？

MAG：様々なジャズ・ロック・プレイヤーと

演奏するチャンスを得たけど、その切っ掛け

を作ってくれたのがジョン・ハイズマンなん

だ。ジョンはBBCで『ジャズ・イン・ブリテン』

というジャズ・ロック番組を持っていたから、

僕は彼の番組で曲を書いてプレイしたんだ。

BBCは他にも音楽番組があったから、その後

もセッションでいろんなプレイヤーとプレイ

したよ。'83年には、ジャック・ブルースとラ

イヴをすることになった。ところが、ジャッ

クったらショーの２日前になって急にナー

ヴァスになり始めたんだよ。曲を全て憶えら

れないってね。僕はジャックにチャートを使

うようにアドヴァイスしたんだけど、ジャッ

クはそれを拒否。人前でチャートを使うのは

イメージ的に良くないっていう理由でね。で、

結局ライヴはジャックの都合でドタキャン

さ！

Q：思い出に残るジャズ・ロック・セッション

は？

MAG：う～ん、そうだね……最も思い出深

いのはマックス・ミドルトンとのセッションだ

『Paganini's Last Stand』

マエストロ・アレックス・
グレゴリー

徳間ジャパン（Priority）
TKCF-45030

sフェンダー製７弦エ
レクトリック・ギター
のプロトタイプ。カス
タム・ショップのジョ
ン・ペイジとマイケ
ル・スティーヴンス
が、幾度かのやり直し
を経てマエストロ・ア
レックスのデザイン設
計に忠実に制作した。

「ジャズでプレイされて
いる７弦ギターと
僕の７弦のギターとは
全く関係ないんだ」


